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要 旨 
平成 9 年（1997 年）より西海市西海町（旧西海町）では、全町公園化構想、グリーンツーリズ
ム構想が始まり地域資源の再発見、地域人材の発見と育成が実施された。そこで伊佐ノ浦ダム湖
を利用したエコツーリズム構想、旧西海町木場地区（直売所「よかところ」エリア）を中心とし
た日本でも早い時期の取り組みとしてグリーンツーリズム構想が始まる。 
さらに神奈川県大磯町にある澤田美喜記念館に横瀬浦天主堂の「鐘」が存在するとの連絡があ
り全町公園化構想に拍車がかかった。横瀬浦地区の人々が語る「横瀬浦天主堂」「思案橋」の存在が
地域の人々の精神性に強く影響を与え、長崎市より先んじて存在していた事実を広く発信したい
とする地域住民の意識が強かった。その潜在する市民意識を発端にハード事業として具体化したのが
現在の横瀬浦史跡公園である。それにより自らが住んでいる土地の歴史、文化、食などを学び、
来町者に対して市民自らが観光ガイドとして発信し双方向型の観光まちづくりとなることを目的
としている。 
●キーワード  ポルトガル宣教師達、潜在的な市民意識、地域にあるもの探し、観光ボランティアガイド 
Portugal propagators, Potential citizen awareness, Search for thing in the area 
１ 横瀬浦港でのポルトガル宣教師達             ルイス・フロイス神父 
トーレス神父、アルメイダ神父、それにフロイス神父などの宣教師達が本国へ送った書簡が残こ
っており、著名なものにはルイス・フロイス神父が残した「フロイスの日本史」がある。特にアル
メイダ神父の書簡集は当時の横瀬浦天主堂の様子が詳細に書かれている。史実に基づいて計画・実
施することは観光まちづくりの王道であり、最も基本的な手法の一つである。ただ問題は、長い禁
教令の影響で日本側の歴史記述が全く無く、史跡として残っていないのが実情であった。平成 10
年（1998 年）当時は横瀬浦の丘の上に「既存の塔」が建っていたこともあり、史実に基づいた忠
実な復元でなく、できるだけ史実を理解し既存の塔を再整備しながら＜未来に向かって継承できる
公園施設＞となることを選択した。 
２ 横瀬浦史跡公園の計画                【コンセプト】地域にあるもの探し 
 １） 地場の人、技術、材料の検討 
 ●崩れ石積みの工法に学ぶ                          【石工の 3点積に学ぶ】 
    地域に算出する蛇紋岩、玄武岩、温石石を利用  
した石積など、地域に算出する石材を利用するの  
を心がけ修景計画とした。また日本では、長崎  
県産として著名な砂岩（諫早石）を用い、長崎県 
特有の景観作りになることを検討した。 
設計モジュール（基本単位）を 16 世紀、ポルトガ
ルで用いられたブラザ単位（2.2m）で設計し、地
元大工・石工の参加、司馬遼太郎記念館（館長 
上村洋行氏）・澤田美喜記念館（館長 鯛茂氏）
の協力、さらにポルトガル大使館と彫刻家（坂井
公明）の協力により完成。 
八の子島 
天主堂跡 
長崎教会区 
 ●田舎の良さを残す景観作り                        【周回遅れのトップランナー】 
     昨今、住宅メーカーのデザインによる景観が日本中で見受けられるが、地元大工達の
技術による在来軸組み工法（構造体）を基本に据え全て木造建築物とした。また外壁材に
も木材を用い下見板コロニアルスタイルとした。これにより完成後、問題が発生したとき
にも改修工事が容易にでき、しかも費用を最低限に収めることができる。さらに色彩計画
は西海町の大地の色を外壁の色とし景観と調和するように配慮した。 
●厄介者の竹林の問題                                【負から正の財産へ】 
      減反政策、後継者不足がもたらす休耕田には、次第に竹がはびこり問題となっている。
そこで問題児である竹を建築材料として利用することで解決を試みた。一つは、在来の竹
炭を床下へ（６畳に対して１kg の割合）敷き詰めることで空気浄化作用、湿度調整機能
を持たせた。二つ目がベニア型枠の変わりに竹を利用することで産業廃棄物を減らし、地
域の景観作りとすることにした。これによって負の財産である厄介者の竹を正の財産となる
建築材料として活用できる効果を期待した。 
２）全体修景計画 
●既存施設の改修と海のシルクロード広場            
  横瀬浦史跡公園・全体スケッチ      設計単位と協力体制               
 
 
 
 
 
 
                          
３ 終わりに                      巡礼ツーリズムと観光ガイド 
１）市民意識の芽生え・地域学の勉強会と観光ガイド 
平成 16 年（2004 年）5 月に横瀬浦の歴史を発信できるハード部分が完成後には、横瀬浦史
跡公園が学校教育に活用され、観光ボランティアガイドの育成として「西海学」の勉強会が開催され
ている。また 2008年天正遣欧使節団の一人であった中浦ジュリアンが“福者”に選ばれたことで中
浦ジュリアン記念公園と併せて巡礼ツアーの開催が行われた。そして 2010 年長崎の教会群とあわせ
た巡礼ツアーが計画されている。今後は市民の各種団体の活動が活発になり、さらに歴史を掘り起こ
し地域観光資源を創出し、地域間ネットワークによる巡礼ツーリズムの創造、建築材料の地産
地消を行うことで雇用の確保と技術の伝承が行われることを願っている。 
その他、交流人口を増すことが狙いとなるグリーンツーリズム構想に沿って、みかんドームや
伊佐ノ浦公園（コテージ群、レストラン）、それに七ツ釜鍾乳洞公園・管理棟、街路サイン計
画など土地の自然環境や材料と技術、それに人々の暮らしを最大限に活用した計画で進め、そ
れらが着地型観光地・西海市の観光まちづくりとして次第に成果が現れてきている。 
